
当院の下部内視鏡検査 
鎮静下（麻酔下）での検査が可能です 

＊鎮静をご希望される方は主治医へお伝えください

コールドポリペクトミーとその利点 
従来の方法では大腸腺腫を高周波の電流を用いて切除していましたが、治療
後出血を起こすことがありました。数年前より臨床の場でも導入されるよう
になったコールドポリペクトミーという技術は、１cm以下の大腸腺腫に対し
て電流を使用せずに切除するもので、従来の方法に比べ出血や穿孔の確率が
限りなくゼロに近いという結果が内視鏡学会でも報告されています。血液を
サラサラにする薬を服用していても、粘膜層にある太い血管を傷つける事が
ないので、出血の危険性は極めて低いとされています。 　 
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当院ではコールドポリペクトミーを行っています


